2014年9月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第11章41～50節

・勉強：第2章48,50節、第4章42節、第6章29節、第8章27,7節
　先般インドの首相が来日しましたが、テレビや新聞などのニュースでご覧になった方も多いと思います。

安倍総理との会談の際、インド首相は2冊の本を総理にプレゼントしましたが、そのうちの1冊がバガヴァッド・ギーターでした。
後日ホテルオークラでインド首相を招いて、在日インド人、日本人などが集まったパーティーが開かれ、私も参加しました。
その席でインド首相は安倍総理にバガヴァッド・ギーターを贈った理由を、「プレゼントとしてこれ以上のものはないから」と説明しました。

バガヴァッド・ギーターは天皇陛下にも献上されましたが、進呈する側、受け取る側双方にとってバガヴァッド・ギーターは最高の贈り物なのです。

プレゼントされたもう1冊の本は、ヴェーダーンタ協会発行の「スワーミー・ヴィヴェーカーナンダと日本」の英語版でした。

インド首相来日に関連するニュースがもう一つありますが、皆さんは今この講話が行われているインド大使館のこの場所の名称を知っていますか?

この場所はICC(インド文化センター：India Cultural Center)と言います。
インド大使館には二つのセクションがあり、ひとつはビザ発行などの実務を担当するセクションであり、もうひとつがICCです。

ICCには講堂、図書館などがあり、ヨーガ、インド音楽、インド舞踊などの講座も開かれています。

このICCがインド首相によって今回新たにヴィヴェーカーナンダ文化センター(Vivecananda Cultural Center)と命名されました。
さてこれまでバガヴァッド・ギーター第4章の、カルマとアカルマについて説明してきました。

活動の中の無活動、無活動の中の活動を理解する人はどのような人か、第4章18節を見てください。

活動の中に無活動を見、無活動のなかに活動を見る人は賢者であり、そうした人は、たとえどんな仕事をしていようと、相対世界を超越した覚者(ヨーギ)である。
この18節で覚者(ヨーギ)と翻訳されているユクタハ(Yukutah)はヨーガ(Yoga)と同じく、「つながる」という意味の動詞ユッジ(Yuj)から派生しています。

ヨーガという言葉からインド人以外の外国人は、肉体の運動を連想しますが、ヨーガの本来の意味は、「合一」です。

この合一とはバクティ・ヨーガの観点からは信者と神の合一であり、ギャーナ・ヨーガの観点からは個人的なアートマン(ジーヴァ・アートマン)と偉大なアートマン(パラアートマン、ブラフマン)の合一のことです。

この合一をある時はヨーガ(yoga)、別の時にはユクタ(yukta)、さらにはヨーガユクタ(yogayukta)などと表現しますが、どれも同じ意味です。

すべて動詞のユッジ(Yuj：合一する、つながる)がもとになっています。

普通の求道者の場合、つながっている状態の時と、切り離された状態の時があります。
いっぽう悟った人は、絶えずつながった状態にあります。

悟った人は安定してつながった状態にあり、一秒たりとも切り離された状態にはなりません。

昨日我々は協会で、シュリ・ラーマクリシュナの直弟子のスワミ・トゥリヤーナンダジについて勉強しました。

トゥリヤーナンダジは、「私が話したり、面白い話を聞いて笑ったりすることがあっても、それをしているのは私の心の中のごく小さな部分であり、心の大部分は絶えず神とつながっている」と語りました。悟った人だからこそ言える言葉です。

今よりもっと神とつながれるよう、我々は努力すべきです。
バガヴァッド・ギーターにはヨーガ、ユクタ、ヨーガユクタという言葉が何度も繰り返し出てきますが、このつながるということが大変に重要であるのを強調しているのです。
どんな仕事をしていようと、また女性、男性、僧侶、家住者誰にとっても、ヨーガ、ユクタは人生の目的なのです。

バガヴァッド・ギーターの中で、ヨーガという言葉がどのように使われているのか、これから説明していきます。

第2章48節を見てください。

ダナンジャヤ(アルジュナ)よ!　義務を忠実に遂行せよ。そして成功と失敗に関するあらゆる執着を捨てよ。このような心の平静さをヨーガというのだ。
ここに出てくるヨーガスタハ(yogasthah)は忠実にとなっていますが、「しっかりとヨーガに立脚して」という意味であり、つまり「つながった状態で」ということです。
第2章50節を見てください。

神にすべてを一任し、果報を考えずに仕事をする人は、現世(この世)において善悪の因果から解放されよう。故に、神に奉仕し、ヨーガに励むがよい。それこそがあらゆる仕事をする際の秘訣なのだ。

これは大変有名な節です。
ヨーガハ　カルマス　カウシャラム(yogah karmasu kausalam)は「ヨーガは仕事をする時のとても大事な方法」という意味であり、「つながった状態で～」と同じことです。
第4章42節を見てください。

されば、バーラタ王の子孫(アルジュナ)よ!　己の心の迷いと疑いを智識の剣で断ち切り、精神をヨーガに集中し、さあ、立ち上がって戦いなさい!』と。

ここにもヨーガム　アティシュト(yogam atisth)という言葉が出てきます。
次は第5章6節を見てください。

偉大なる勇者(アルジュナ)よ!　人は奉仕活動を行わず、ただ仕事を放棄しようとしても、なかなかできるものではない。だがそれを実行した聖者は、速やかに至高者のもとへと到達する。

ヨーガ・ユクトー(yoga-yukto)「ヨーガの状態＝つながった状態」にあるムニ(聖者)は、ブラフマンに到達できるのです。
第6章29節を見てください。
また本当に真理を覚り、あらゆるものを同等に視るヨーギーは、万物の中に自己を見、自己の中に万物を見る。

ここにも、ヨーガ・ユクタートマー(yoga-yuktatma)が出てきます。

第8章27節を見てください。
プリター妃の息子(アルジュナ)よ!　この二つの道を知る修行者は、死ぬときに決して迷うことはない。アルジュナよ!　それ故、たゆむことなくヨーガに励むがよい。

ヨーガユクトー(yogayukto)がまた出てきます。
ヨーガという言葉が出てくる箇所をいくつか引用しましたが、なかでも第2章48節、第2章50節、第4章42節はとくに有名です。

どの節も同じこと、すなわち「仕事をしながらもつながった状態でいなさい」と言っているのです。

戦士であるアルジュナの仕事は戦いであり、これは普通のサラリーマンの仕事よりはるかに大変ですが、そんな大変な戦いもヨーガの状態で行いなさい、とクリシュナは教えます。

「シュリ・クリシュナは神の化身だというのに暴力を教えている」、とバガヴァッド・ギーターを批判する人がいますが、全く見当違いです。

シュリ・クリシュナはどのように相手を撃つかというような、武器の使い方を教えているわけではありません。

シュリ・クリシュナは仕事をする時の態度について助言しているのであり、アルジュナの場合、たまたまその仕事が戦いだったのです。

そしてその助言は決して実行困難ではなく、戦いながらも神のことを考えるのは可能です。

シュリ・ラーマクリシュナの福音の中に有名な言葉があります。

「ひとつの手で神の足に触れ、もう一方の手で仕事をしてください」。

神の足に触れるというのは、神を想うということの譬えです。
同じ8章の7節を見てください。

故に、君はいつも私のことを想いながら戦いなさい。心も頭も私にしっかと結び付けておきさえすれば、君は疑いなく私のもとへ到達する。
これも有名な節ですが、前に引用した第8章27節とこの第8章7節は似ています。
どちらにもタスマート　サルヴェーシュ　カーレーシュ(tasmat sarvesu kalesu)という言葉が出てきますが、これは「それ故どんな時にも～」という意味であり、つまり「絶えず神とつながっていなさい」ということです。
それ故、たゆむことなくヨーガに励むがよい　　（27節）

故に、君はいつも私のことを想いながら　　　　（7節）
普通の我々が神のことを想うのは朝と夜の日に二回、或いはどちらか一回、時には一度も神のことを思い出さない日もあります。
バガヴァッド・ギーターは朝と晩のどちらか一回だけではなく、また朝晩の日に二回でも不十分で、絶えず神とつながっていなさい、と助言しています。

そして、これができるなら他の実践は不要です。

第8章7節の前半のフレーズは、マントラと言ってもおかしくないバガヴァッド・ギーターのエッセンスなので、皆さんカタカナで書いて覚えてください。
タスマート　サルヴェーシュ　カーレーシュ　マーム　アヌスマラ　ユッディ　チャ

(故に、君はいつも私のことを想いながら戦いなさい)
先日の高野山の合宿でも話しましたが、最初のステップは「一日も休まない」、次のステップは「一時間も休まない」、さらに「一分も休まない」、最後は「一秒たりとも休まない」というふうに段階を踏んで、一歩ずつ徐々に進んでいくことが大切です。
仕事をやめてしまえば楽に神のことを思い出せる、と考えるのは間違いです。
皆さんが仕事をやめて時間ができたなら、きっと神のことを想うのではなく、怠け者になってテレビを見、雑誌を読み、インターネットをやり、寝てしまうでしょう。

少し前までは夏休みで皆さんにも時間があったはずですが、聖典の勉強をしたでしょうか?

バガヴァッド・ギーターは仕事をしながら神のことを想いなさい、と助言しているのです。

では神とつながるための方法は何かと言えば、瞑想、祈り、そしてインド人にとってはとてもポピュラーなバジャン(神への讃歌)、などがあります。

インド人はバジャンを歌うのが大好きです。

バジャンに関連して、ヴィシュヌ神が信者であるナーラダに語った言葉があります。
「ナーラダよ、私は天国(ヴァイクンタ)に住んでいるのではない。またヨーギ達のハートに住んでいるのでもない。信者たちが集まってバジャンを歌う場所に住んでいるのだ」。

このようにバジャンは神とつながるための方法として、とても重視されています。
さて今日は神とつながるためのもうひとつの方法、マントラについて説明します。

マントラ(真言)という言葉はサンスクリットですが、皆さんも聞いたことがあると思います。
先月の講話で引用したシュリ・ラーマクリシュナの言葉、

ナーハムナーハム、トゥフトゥフ
（私ではない私ではない、あなたですあなたです：Naham Naham, Tuhu Tuhu）
はマントラのような神聖な言葉ですが、正式なマントラではありません。
ではマントラとは何か、その意味、例、唱えた時の結果について、これからお話しします。

マントラ(Mantra)の定義とは、

その意味を深く集中して考え、繰り返し唱えることによって解脱がもたらされる言葉

です。
またマントラは聖なる公式(Holy Formula)、神秘的な公式(Mystic Formula)、神の住処などとも呼ばれます。
ヒンズー教だけでなく、ほとんどすべての宗教にはマントラの伝統があります。

チベット仏教には「オーム・マニ・ペデメ・フーム」(Om Mani Padme Hum)、というマントラがあります。
またこの他に仏教のマントラには、

ブッダム　シャラナム　ガッチャーミ(Buddham saranam gacchami:仏に帰依します)
ダルマム　シャラナム　ガッチャーミ(Dharmam saranam gacchami:法に帰依します)
サムガム　シャラナム　ガッチャーミ(Samgham saranam gacchami:僧に帰依します)
というのもあります。

日本の仏教はインド発祥のものが中国を経由して、またあるものは韓国を通して伝わり、さらに弘法大師など中国に留学した僧が伝えたものもあります。
またもともとインドのブラーミン階級の生まれで、東大寺の開眼供養のために中国から来日した仏教僧菩提僊那（ぼだいせんな、サンスクリット：Bodhisena ボーディセーナ）などによって伝えられた教えもあります。

日本には多くの仏教の宗派がありますが、それぞれにマントラがあります。

天台宗、浄土宗、浄土真宗に共通のマントラは、「南無阿弥陀仏」です。

先頃亡くなったヴェーダーンタ協会の長年の信者の火葬の際、会葬者が合掌する中、天台宗の僧侶が南無阿弥陀仏を繰り返し唱えました。
この「南無」はサンスクリットの挨拶の言葉、ナマステ、ナマスカーラのナマと同じであり、その意味は「首を垂れる」ということです。
頭を上げたままで相手に敬意を表すことはできません。

頭を下げるのは尊敬を表す姿勢であり、頭を上げたままでいるのは傲慢さを表します。

キリスト教、ヒンズー教、仏教、イスラム教どの宗教でも、神には頭を下げます。
挨拶の言葉ナマスカーラのナマ(南無)は、目の前の相手の中にいる神に頭を下げる、ということを意味しています。
南無阿弥陀仏の阿弥陀仏はサンスクリットの「アミターバ」であり、これは「無限の光(智慧)」の意味であり、つまりは釈迦のことです。
真言宗のマントラは「南無大師遍照金剛」ですが、大師は「弘法大師」、遍照は「慈悲の光で世界の隅々まで照らす」、金剛は「ダイヤモンド」の意味です。
ですから南無大師遍照金剛は、

「ダイヤモンドの如く固い決意で世界を慈悲の光で照らす弘法大師に深く帰依します」

という意味です。

臨済宗、曹洞宗のマントラは「南無釈迦牟尼仏」ですが、この釈迦牟尼はサンスクリットの
「シャッキョムニ」のからきています。
シャッキョは釈迦の父の王朝の名、ムニは聖者の意味であり、シャッキョ王朝に生まれた聖者である釈迦を表します。

日蓮宗では「南無妙法蓮華経」がマントラですが、これは本来「南無・妙法・蓮華経」という構成になっていると理解されるべきです。
さてサンスクリットのマントラが日本に伝わった時にどのように変化したか、今から私がサンスクリットで発音するので、皆さんもどう聞こえるか日本語のマントラと比べてください。

 (般若心経の一部をサンスクリットで唱える)

色不異空　空不異色　色即是空　空即是色
皆さんこの言葉の意味を知っていますか?

サンスクリットを直訳すると

形(form)と空(emptiness)は違うものではない　空(emptiness)と形(form)は違うものではない
形(form)は空(emptiness)そのものである　   空(emptiness)は形(form)そのものである。

ということになります。
その意味は、

ただひとつ空のみが存在する。多種多様なものが存在するように見えても、それはすべて空であり、空以外には何もない。

ということです。

ここで空とはブラフマンのことであり、仏教経典である般若心経はウパニシャッドと全く同じことを言っています。
色々名前と形を持つものがあるように見えても、それらは皆一時的であり、すべての基礎はブラフマンであり、ブラフマン以外何もないのです。
別の箇所をサンスクリットで読みます。

無眼・耳・鼻・舌・身・意、無色・声・香・味・触・法
シャンカラチャーリヤの作った有名な讃歌の中にも、「私は体ではない、眼ではない、耳ではない、鼻ではない、心でもない、～～」というものがありますが、全く同じです。

ウパニシャッドのブラフマンのアイデアがどのように仏教の中に生きているか、お分かりだと思います。

羯諦羯諦、波羅羯諦、波羅僧羯諦、菩提薩婆訶
この般若心経の最後の部分は、サンスクリットと日本語の発音が似ています。

サンスクリットがどのように変化して日本のマントラになったか、これまでの説明で少しはイメージできたかと思います。

キリスト教のマントラには、「アヴェ・マリア」、「イエスよ!我を憐れみ給え」(Jesus have mercy on me)などがあります。

イスラム教では「アッラー」を繰り返して唱えます。

このようにどの宗教にもマントラはあるのですが、ヒンズー教のマントラはとても体系的で、完璧にできています。

またマントラに関して、これまで膨大な議論がなされてきています。

マントラを唱えることはそれだけで解脱を可能にするので、サハジャ・ヨーガ(簡単なヨーガ)とも呼ばれます。

ラージャ・ヨーガの瞑想は大変ですし、カルマ・ヨーガは非利己的であることが要求されます。

バクティ・ヨーガは儀式が複雑で、ギャーナ・ヨーガの識別は容易ではありません。

これらに比べると繰り返しマントラを唱えることは、仕事をしながらでも心の中で可能なので、比較的簡単です。
マントラを繰り返し唱える行為を、ジャパと言います。

ヒンズー教にはジャパだけについて書かれた本もあるほどで、先程も言ったようにこれに関して昔からたくさん議論されてきました。

マントラ・ヨーガ、サハジャ・ヨーガ、ジャパ・ヨーガすべて同じです。

ヒンズー教の最古の根本聖典ウパニシャッドの中に次の偉大な言葉があります。
我はブラフマンなり(アハンブラフマスミ：Aham Brahmasmi[brahma+asmi])

我はそれなり(ソーハム：Soham[Sah+aham])
絶対の真理をいつも思い出しそれとつながっていたいなら、また絶対の真理を瞑想したいなら、
このマントラを唱えます。

これはギャーナ・ヨーガのマントラですが、前にも言ったようにただ口先で唱えるのではなく、深くその意味に集中することが必要です。
どれだけ深く集中できるかについて、生前スワミ・ヴィヴェーカーナンダは、自分が聞いた同時代のあるエピソードについて語っています。

北インドやヒマラヤで修業する僧がいます。

この伝統は現代でも続いていますが、隠れて修行しているので、巡礼者や一般の人が彼らに出会うことはまずありません。また普通の人はその場所に行くことすらできません。
ある修行僧はギャーナ・ヨーガの実践として「ソーハム、ソーハム、～」と唱えていました。

彼が修行している場所の周辺には、猛獣が出没することもありました。

集中して一心不乱に「ソーハム、ソーハム、～」と唱えるその僧に虎が近づいてきて噛みついても、彼は逃げることもせずにマントラを唱え続け、その声は離れた所にいる人達にも聞こえました。自分は肉体ではないと信じるその僧には、恐れるものはありませんでした。
これは尋常な状態ではありません。

我々は口先で「ソーハム、ソーハム、～」と唱えていても、蛇が近寄ってきたら逃げ出します。

なぜなら口先でその言葉を唱えていても、完全に信じきっているわけではなく、相変わらず肉体意識が強いからです。
最も有名なマントラであるオームも、一番古い記述はウパニシャッドの中にあります。
すべてのマントラの中で、オームは至高のマントラです。
すべての言葉、すべてのマントラの源はオームです。
オームだけをテーマにしたウパニシャッドもあり、その意味、オームを唱える瞑想、その結果としての悟り、などが説明されています。
オームがなぜすべての言葉の源なのか、とても論理的で普遍的な説明があります。
オームはヒンズー教だけでなく、宗教を問わないマントラです。

皆さんが発声する時、まずは喉から音を出します。

その際口を開けて自然に喉から音を出すとまず最初に出る音はアー(Ａ)、次に口の開きが小さくなるよう少し閉じると出る音はウー(Ｕ)、最後に口を閉じ唇を合わせるとンー(Ｍ)、全部を続けて発声するとオーム(Ｏｍ)となります。

これはヒンズー教徒だけでなく、喉から自然に音を出した時は誰でも同じです。

オームが普遍的なマントラであるとは、こういう意味です。

このオームがキリスト教のアーメン(Amen)に転訛し、またイスラム教のアミン(Amin)もオームがもとになっている、という説もあります。
ヒンズー教の考えではオームはシンボルであり、それぞれ

アー：創造神ブラフマー　
ウー：維持神ヴィシュヌ　
ンー：破壊神シヴァ　
を表しており、すべてを合わせたオームはブラフマンのシンボルだと言われています。

さらに、
アー：目覚めの状態　
ウー：夢見の状態　
ンー：夢を見ない深い睡眠状態

であり、オームは超越状態を表すともいわれています。

オームは大変神聖な言葉で、インドでは儀式の際や、日常生活でもいろいろな区切りで頻繁に唱えられます。
オームは普遍的でとても神聖なヴェーダのマントラですが、後の時代になってタントラのマントラが成立しました。

現在行われているイニシエーションの儀式では、タントラのマントラが使われています。
ヴェーダのマントラはブラフマン(絶対の実在)というただひとつの原理を表現しますが、タントラのマントラはシヴァとその力(シャクティ)、或いはプルシャとプラクリティのふたつを表します。

タントラのマントラは二つの部分から成り立っています。
ひとつはヴィージャ・マントラ(種のマントラ:Vija Mantra)であり、もうひとつの部分は神の名です。

ヴィージャ・マントラにはオーム(Om)、リム(Hrim)、クリム(Klim)、ドゥム(Dum)、ガン(Gan)、オイム(aim)などがあります。

ウパニシャッドのオームはタントラのマントラではヴィージャ・マントラに相当します。
ヴィージャ・マントラの中でもたとえばOmは男性神、Hrimは女性神のシンボルです。
シュリ・ラーマクリシュナは男性性と女性性の両方を具有しているので、信者がシュリ・ラーマクリシュナを礼拝する言葉には、ヴィージャ・マントラとしてOmとHrimのどちらも含まれています。

いっぽうホーリー・マザーは女性性を代表しているので、彼女を讃えた讃歌にはヴィージャ・マントラとしてHrimが使われています。

ドゥルガー神はドゥム(Dum)、象の姿の神ガネーシャはガン(Gan)というふうに、神々それぞれが独自のヴィージャ・マントラを持つことがあり、その名前と合わせて、たとえばガン・ガネーシャヤ・ナマハ(Gan Ganeshaya Namah)などと唱えます。

とてもポピュラーで日常的に普通に唱えられるマントラとして、オーム・シヴァヤ・ナマハ(Om Shivaya Namah)、オーム・クリシュナヤ・ナマハ(Om Krishnaya Namah)などがあります。

このようにヴィージャ・マントラに神の名を加えるのが、伝統的なタントラのマントラです。
ではヴィージャ・マントラはどのようにして作られたかというと、これは詩や論文を書くときのような創作とは違います。
聖者がある神に集中して深い瞑想に入っている時、その心の奥に神聖な音節が降りてくる、これがヴィージャ・マントラです。
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